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　肝疾患の肝機能検査から，その予後を知ることは困難

である．われわれは日本住［flL吸虫症（日住症）を基礎疾

患とした諸肝疾患について，LIBC，　TIBCを測定し，

昏睡を伴う肝硬変症（LC）では，両測定仙が極端に低下

する例があり，かかる例ではr・後の悪い場合が多いこと

を認めた

　対象：LC＋日住症30例，　LC　2例，急性肝炎（AH）＋

口住症7例，AH　14例，肝癌症＋日住症9例，口住症

（肝疾患のない）41例，貧血症8例．

　方法：①LIBCはアイロソルブー59法⑤血清鉄は

分光測光滴定法により測定し②両測定値を合計して

TIBCを求めた．

　結果1①急性肝炎では日住症を伴うものでも，LC，

肝癌，日住症に比しTIBCは高値を示した．　LC，肝癌，

日住症ではTIBCは共に低値を示した．　LIBCは上記

各疾患では低値を示した，一方負lfn症では，　TIBC，LIBC

は高値であった．

　②日住症にLCが合併した症例中，　TIBC，　LIBC両

値が極端に低値（TIBC≦200γ／dl，0γ／d1＜LIBC＜100γ／

dl）を示した症例は11例あり，このうち昏督例は4例，

死亡例は3例であった．昏督例のうち1例では前年の

LIBCは130であったが死亡時は0であった．また，他

の1例でLIBC　60，　TIBC　167から一時改善されたが，

LIBC　O，　TIBC　179と共に昏督の出現，腹水の貯留を

みた．当初LIBC，　TIBCが極端な低値を示したが，プ

レドニン大量投与などにより改善した例は4例みられた．

肝癌では7例中，5例に極低値を示した．当初正常値を

示し死亡時に極低値を呈したものは2例，逆に肝低値か

ら正常値に改善され生存しているもの1例であった．な

お肝癌ではこの1例を除いて他はすべて死亡した．

　結論：トランフェリンは肝で生成される蛋白であり，

そのtin．中濃度は肝機能の指標となりうるが，上記所見よ

り特に重症肝疾患においてはLIBC，　TIBCの測定が，

その予後の判定に資すること大と思われるt
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18．新生児期の肝循環動態の変動

　　一3il－MAAによる肝内短絡に関する研究一
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　新牛児期は，胎外生活への適応の時期である．この時

期における心肺循環系の変動については，既に多くの研

究がなされている．われわれは，同様に重要な肝循環適

応をテーマとして，水素・自金電極法を応用しての肝内

循環時間，肝静脈での希釈曲線の変化，1．C．G．肝内除去

率，静脈系の圧勾配の変動等の成績より，新生児期には

生理的に肝内短絡の存在することを推定してきた．今回

は，　1：田等の13il－MAAを応用する方法により新生児

期におけるこれらの短絡の存在を検索せんとした．満期，

自然分娩でえた新生仔緬羊を用い，贋静脈より（一部聴

静脈の使用不能例では，腸間膜静脈より）カテーテルを

肝内門脈枝にまで挿入して，i3iI－MAAを注入し，肝お

よび肺での放射能集積曲線をレノグラム装置（東芝RDP

410型）で検出すると共にシンチカメラ　（Nuclear　Chi－

cago社製Photo／Gamma皿型）およびシンチフキャナ

ー （東芝RDS7型）によって肝および肺のシンチグラム

を検した．それによれば，出牛後24時間以内の新生仔緬

羊では，放射能集積曲線は，肝で急速な立ち上りを示し，

その後消失する傾向を示し，また肺では肝に比較すれば

わずかではあるが，全例に放射能の集積のあることを示

した．シンチグラムでも肝のみならず全例に肺スキャン

像をみとめた．これに対し，出生後2週を経たものでは，

肺での放射能集積を認めたものは，半数であり，肺スキ

ャン像を認めたものも同様であった．更に出生後1ヵ月

を経た例，および親緬羊では，肺での放射能集積はなく，

肺スキャン像も認めなかった．以ヒの成績は，1311－MAA

を肝内門脈枝より注入してあり，われわれが，遇去にお

ける成績より推定してきた出生初期における生理的肝内

短絡lfi［流の存在を確定する成績であり，出生後2週を過

ぎると，肝内短絡血流の消失する成績を支持する結果で

あった．更に，80°C5分処理のi3il－MAAおよびRISA

を用いての同様の実験成績についても述べる．
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